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序文

この報告書は、開発事業に伴い、国庫補助及び県補助を受けて、平成 7年度

に実施した青谷町内遺跡の試堀調査記録であります。

青谷町は、自然環境にも恵まれ、東西の丘陵に挟まれた地域には、多くの有

形・無形の文化遺産も残されています。

近年は、社会の進展に伴って各種開発事業が計画・実施され、さらに増加す

る傾向にあります。文化財保護を推し進めている私供といたしましては、こう

した開発と文化財の共存をはかるべく諸関係機関と協議を重ね、円滑に文化財

行政を進めているところです。

この調査に当っては、鳥取県教育委員会文化課、鳥取県埋蔵文化財センター

をはじめ関係各位の格別なご指導・ご協力を仰ぎながら、土地所有者や調査員、

作業員の方々の熱意にようやく調査を終えることができました。ここに深く感

謝を申し上げる次第であります。

なお、この報告書は不十分な所も多くありますが、私たちの郷土理解に役立

てていただくとともに、今後の調査研究の一助となれば幸です。

平成 8年 3月

青谷町教育委員会

教育長山田正信



例 ロ

1.本報告書は、平成 7年度国庫補助及び県補助を受けて青谷町教育委員会が実施した青

谷町内遺跡発堀調査の記録である。

2.本発掘調査事業は、五本松地区ふるさと農道新設工事に伴う蔵内上長谷第 1.第4所

在遺跡、緊急抽方i首路（蔵内本線）整備事業に伴うカヤマ潰跡（藤田地区）の範囲と性

格を確認し、工事との調整を図るために行った試掘調査である。

3.発掘調査及び報告書作成にあたっては、鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵

文化財センターの指導と協力を得た。

4.本書の作成は、調査員の坂根・森が協議しながら、執筆・編集を行った。

5.本書に使用した方位は磁北で、実測図の縮尺は原則として遺構 1/80、遺物 1/3で示

し、土色及び土器類等色調を表すには農林水産技術会議事務局監修「標準土色帳」によっ

た。地図は、国土地理院の承認を得て作成された「青谷町全図」の 5万分の 1の地図を

使用した。

6.本書における遺構、遺物等の略号は次のように示す。

T・．トレンチ Po:土器

7.発掘調査で得られた日誌・図面・写真・遺物等は、青谷町教育委員会で保管する。

調査 関係 者

調査主体 青谷町教育委員会

調査団長 山田正信（青谷町教育委員会教育長）

調査員 坂根善男（青谷町文化財保護審議会会長）

森 佳樹（青谷町教育委員会事務局生涯学習課社会教育主事）

事務局 久野浩太郎、山根敬一、森 佳樹、金崎厚志

（以上青谷町教育委員会事務局生涯学習課）

調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化課 鳥取県埋蔵文化財センター

作業協力 岡田美津枝、岡村百合子、久野又蔵、久野美保子、蔵光照代、滝保子、

竹森きよ子、船越千代野、山下智恵子、山根静香、伊藤節子、小林早苗



本 文 目次

第1章調査に至る経過．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．......................................1 

第2章遺跡の位置と環境 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..................................... 1 

第3章調査の概要．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

第 1節 蔵内上長谷第 1.第 4所在遺跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．................5 

(1) 調査の方法 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 0 ●.................................... 5 

(2) トレンチの概要 ．．．．．．．．．．．． ••••••oo••••OO••••••••• 。............................................. 5 

第2節 カヤマ遺跡（藤田地区） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..................... 9 

(1) 調査の方法 ・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.....................9 

(2) トレンチの概要 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

第4章まとめ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.......................................12 

挿図目次

挿図 1 青谷町の主な遺跡分布図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.................... 3 

挿図 2 蔵内上長谷第 1～第 4所在遺跡位置図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 

挿図 3 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡

第 1トレンチ平面図及び土層図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6 

挿図 4 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡

第3トレンチ平面図及び土層図 ..・・・・・・・.......●● ●...................................... 6 

挿図 5 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡試掘トレンチ配置図 …………………………… 7 

挿図 6 カヤマ遺跡（藤田地区）試掘トレンチ配置図 …………………………………… 9 

挿図 7 カヤマ遺跡（藤田地区）第 1トレンチ平面図及び土層図 ………………………10 

挿図 8 カヤマ遺跡（藤田地区）第 2トレンチ平面図及び土層図 ………………………11 

挿図 9 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡出土遺物実測図 ………………•…..…•還…••… ••13

挿図10 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物実測図 1 ............................................. 13 

挿図11 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物実測図 2 ............................................. 14 



表 目 次

表 l 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡試掘トレンチ一覧表 ……………………………… 5 

表 2 カヤマ遺跡（藤田地区）試揺トレンチ一覧表 ・・・・.........................................9 

表3 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡出土遺物観察表 ……………•…………………… ••15 

表4 カヤマ遺跡（藤田訛区）出十潰物観察表 1 ・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・......................,s 

表 5 カヤマ遺跡（藤田地区） 出土遺物観察表2 ..........................................・・・・・・16

図 版目次

図版 1 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡全景

トレンチ完掘状況 (Tl・3) ............................................................ 17 

図版 2 カヤマ遺跡（藤田地区）全景 トレンチ完掘状況 (T1 • 2) ………………18 

図版3 蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡出土遺物 ・·…•…………•• ●● ●●  •………………•… •19 

図版4 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物 1 ...............................,...................... 19 

図版5 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物 2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20 



第 1章調査に至る経過

くらうちかみながたに

(1) 蔵内上長谷第 1•第 4 所在遺跡
1995年10月に鳥取地方農林振興局地域整備課から、五本松地区ふるさと農道新設工事の

計画がもたらされた。

この地域は、 1994年度に行われた町内遺跡分布詳細調査により土器片を表採し、遺跡の

存在が確認された。

このため、鳥取地方農林振興局地域整備課及び町農林水産課、県教育委員会文化課、青

谷町教育委員会等で協議を重ね、試掘調査を行うこととなった。調査期間は、 1995年11月

30日から12月14日である。

ふじた

(2) カヤマ遺跡（藤田地区）

1993年10月に青谷町建設課から、緊急地方道路（蔵内本線）整備事業の計画がもたらさ

れた。
おおくち

この地域は、弥生土器片等が多数散布し、以前に発掘調査が行われたカヤマ遺跡、大口

第3遺跡が近くに存在し、さらに昨年度現道路の南側を試掘調査し、遺跡の存在する可能

性が高いと考えられた。

このため、青谷町建設課及び県教育委員会文化課、町教育委員会等で協議を重ね、試掘

調査を行うこととなった。調査期間は、 1996年 2月26日から 2月29日である。

第 2章遺跡の位置と環境

あ お や と っ と り いなば

青谷町は、鳥取県の中央よりやや東に位置し、東部地域の西端、旧国名でいえば因幡国
ほうさ

に属し、伯著国との国境にある。北は日本海に面し、東は気高町、西は泊村・東郷町、南

は鹿野町・三朝町に隣接し、東西約7.7km、南北約13kmと南北に長く、面積約68.3kmの町

である（］）。

町の南域は標高500mを超す山地で、そこから北へ伸びる溶岩台地が町の東西を取り囲
ながおのはな

み町界をなしている。溶岩台地の北端は長尾鼻、オゴノ鼻と続き、 30mをこえる断崖となっ
ひおき かち

て日本海に突出している。また、町の中央を南北に伸びる溶岩台地の東を日置川、西を勝

部川が流下し、河口近くで合流し日本海に注いでいる。合流地点付近に沖積平野、海岸部

に砂丘が形成されている。町内の砂浜は、全国的にも珍しい鳴り砂の浜として知られてい

る(I)。

- 1-



町内の遺跡は、確認されているものだけでも約400カ所あり、その大半は古墳である。

今回調査した蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡 (A・ B) は、青谷町の東側の南北に伸び

る台地上の北西方向に流れる小さな谷部にあたり、この谷部の西側の丘陵上には縄文前期

の土器片が散布する第 2所在遺跡（lリが、第 4所在遺跡の西側の小さな尾根の西向き斜面に

は土師器が表採された第 3所在遺跡(12)が存在する。

カヤマ遺跡（藤田地区） （C) は、青谷町の中央の南北に伸びる台地の東側山裾部に位

置し、日置川によって形成された沖積平野の南端西方部にあだる。藤田地区の南約200m

には、カヤマ遺跡（16)が存在し、 1981年に試掘調査及び全面発掘調査が実施され、弥生時代

後期から奈良時代にかけての住居跡や古墳などが検出されている（2)。また、今回の調査地

の南に隣接したカヤマ遺跡（藤田地区）では1994年に試掘調査が実施され、遺構は検出さ

れなかったものの多数の土器片が出土している（3)。さらに西北西約150mには、大□第3

遺跡(20)が存在する。この大口第 3遺跡は、大口古墳群（l1!の範囲内にあり、尾根続きの丘陵

上には大□第 1遺跡(18)、大□第2遺跡（19)が存在する。大口第 1・ 2 ・ 3遺跡では、 1984年・

1988年・ 1994年に発掘調査が行われ、弥生時代後期から古墳時代にかけての土城墓や多数

の貯蔵穴、竪穴住居跡、墳墓などが検出されている (4~9）。この周辺では、さらに南に箪年
おおつぽ

遺跡（lり、早牛古墳群（15)、北西には大坪古墳群閻が存在し、弥生時代後期から古墳時代、奈

良時代以降へつながる遺跡の集中地帯で、時代ごとの遺跡の相互関係を検討できる貴重な

地域である。

その他の青谷町内の主な遺跡は、次のとおりである。

旧石器時代の遺跡は、今のところ確認されていない。縄文時代の遺跡としては、砂丘地

にある鳥取県立青谷高等学校の井戸掘り作業中偶然に発見された青谷第 1遺跡(3)がある。

ここでは縄文時代中期から弥生時代、古墳時代にかけての土器片が出土している（］0)。こ

のほか縄文時代の遺跡としては、絹見部落周辺の石皿や石斧の出土地(35)00)、前述の蔵内

上長谷第 2所在遺跡がある。

弥生時代の遺跡は、前述のカヤマ遺跡、大口第 1• 2 • 3遺跡、早牛遺跡、 1991年に発
くらうちみずふね ぁいや

堀調査が行われた蔵内水船遺跡(9)01)、相屋神社肛9)近くの青谷第 4遺跡(30)02) （ほぼ完形の
f•わらだにみやのした

壷を出土）、 1994年に発掘調査が行われた田原谷宮下所在遺跡/28)(3)、前述の青谷第 1遺跡、
きたがわら

絹見部落周辺の土器・石斧出土地、北河原での挟入石斧出土地などがある。

古墳時代には、町の中央と東西の丘陵やその山裾に多数の古墳が造営された。今のとこ

ろ古墳や集落・散布地などの分布は、海岸から 6km以内に限られている。町内の古墳は、

ほとんどが直径10~20mの円墳と思われ、海岸部に向けて伸びる 3つの丘陵台地上ないし

は山裾に存在する。

東側の台地・丘陵上には、北側から町内最大の前方後円墳員畠篇 1号墳（2)（長さ34m)
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A.蔵内上長谷第 1所在遺跡
1.長尾鼻古墳群
4.東山古墳
7.阿古山22号墳
10.蔵内古墳群
13.利川神社
16. カヤマ遺跡
19. 大口第2遺跡
22.奥崎古墳群
25.亀尻古墳群
28. 田原谷宮下所在遺跡
31.吉川古墳群
34.釜ノロ古墳群

B.同第 4所在遺跡
2.長尾鼻 1号墳
5.阿古山古墳群
8.養郷古墳群
11.蔵内上長谷第 2所在遺跡
14. 早牛遺跡
17.大口古墳群
20.大口第 3遺跡
23.善田古墳群
26.神前神社
29.相屋神社
32.吉川43号墳
35.石皿出土地

挿図 1 青谷町の主な遺跡分布図
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C. カヤマ遺跡（藤田地区）
3.青谷第 1遺跡
6.阿古山 2号墳
9.蔵内水船遺跡
12.同第 3所在遺跡
15.早牛古墳群
18.大口第 1遺跡
21.大坪古墳群
24.露谷古墳群
27.鳴滝古墳群
30.青谷第4遺跡
33.長谷古墳群
36.幡井神社



ひがしやま

を有する長尾鼻古墳群（l)、町内第 2の前方後円墳東山古墳（4)（青谷 2号墳、全長28m)、
あこやま

前方後円墳である阿古山 2号墳（6)（全長23.5m) と船や星などの線刻壁画がほどこされ県

史跡に指定されている阿古山22(13)号墳（7)（全長6.lm, 奥壁幅2.5m, 高さ3.0m) を有す
ようごう

る阿古山古墳群（5)、養郷古墳群（8)、さらに1988年に発掘調査された 3基の古墳を有する蔵

内古墳群（10)04)と続く。
つゆだに かめじり

次に中央の丘陵には、北から露谷古墳群(24)、その西に亀尻古墳群加）、東に麗白古墳群(23)
おくざき

があり、さらに南東には町の史跡指定されている奥崎古墳群怠2)、大坪古墳群、人口古墳群、

早牛古墳群が連なっている。

最後に西側の丘陵上には、相屋神社から南方の丘陵上に約90基の古墳が連なり船の線刻
よしかわ

壁画がほどこされた吉川43号墳（32)を有する吉川古墳群(3リ、その西側の丘陵上には1988年に
ながたに かまの（ち

発掘調査された 4基の古墳を有する長谷古墳群(33)05)、釜ノロ古墳群(34)と続いている。

奈良時代の遺跡としては、カヤマ遺跡があるのみで、遺物の発見も少ない。

歴史上の資料としては、因幡国の官道に置かれた 4カ所の駅のうちの「砧畠駅」の有力
かちぺ ひおき

な候補地と言われる相屋神社周辺や、勝部・日置といった部民制度に由来するといわれる

る郷名が残っている(16)。また、やや時代は下るが、町内の式内社である]i『'『神社(13)と籍
かんささ

井神社(36)がそれぞれ早牛・絹見に、式外社である相屋神社と神前神社(26)がそれぞれ青谷・

鳴滝にあることは、遺跡との関わりが考えられる。

二5

□ /  
。

S =1/5,000 
100 200m 

挿図 2 蔵内上長谷第 1～第4所在遺跡位置図
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第 3章調査の概要

第 1節蔵内上長谷第 1.第4所在遺跡

(1) 調査の方法

この試掘調査は、五本松地

区ふるさと農道新設工事に

伴って工事予定区域内におい

て実施した。

この地域は、青谷町の東側

トレンチ

番 万ロ

T 1 

T2 

T3 

トレンチの

規模 (m)

l.5X5.0 

2.0X6.0 

l.9X5.4 

遺構 遺 物

なし 土師器・須恵器片

なし なし

なし 縄文土器・土師器片

の南北に伸びる台地上から北 表 1 蔵内上長谷第 1•第 4 遺跡試掘トレンチ一覧表

西方向に流れる小さな谷部にあたり、上器片が表採された。またこの谷部の西側の丘陵上

には縄文時代前期の土器片が散布する蔵内上長谷第 2所在遺跡が、さらに第 4所在遺跡の

西側尾根の西向き斜面には土師器片が表採された第 3所在遺跡が存在し、この地域内にお

いて遺跡の存在する可能性が濃厚であった。

このため、遺跡の存在する範囲と性格を確認するため、 トレンチによって調査した。

トレンチは、工事区域内において、 2.0X5.0mを基準として 3カ所 (29.76mり設定し、

順次掘り下げた。

(2) トレンチの概要

第 1トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の北西部付近にl.5X5.0mの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチは、約110cm掘り下げ、第 5層の旧谷部堆積土層に達した。第 4層は、通

称「クロボク」と呼ばれる火山灰層であり、その上に第 3 層•第 1 層と二度にわたって客

土が行われ、耕作が行われていた。

このトレンチでは、遺構は検出できなかった。

遺物は、第 3層で土師器及び須恵器の小片が各 1点づつ出土したが、実測できるものは

なかった。

第 2トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の中央付近に2.0X6. Omの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチでは、現在の耕作土下約60~80cmで、地山である第 2層橙色土に達した。

-5-



この地では山芋の栽培が行われ、第 1層耕作土中には地山の橙色土のブロックがかなり混

入していた。

このトレンチでは、遺構及び遺物は検出できなかった。

第 3トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の南東付近にl.9X5.4mの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチでは、約10~70cmで地山である明黄褐色土に達した。この地は谷部中央に

あたり、数度の土砂の堆積が見られた。

このトレンチでは、遺構は検出できなかった。

遺物は、第 3層及び第 7層で土器小片が出土したが、上部からの転落によるものと考え

られる。図化できたのは縄文土器片 (PoOl• 02 • 03)及び土師器片 (Po04)のみである。

①
 H =190.0 

①極暗褐色土
②里褐色土
③暗褐色土
④黒褐色上
⑤暗褐色土

S=l/80 

r
 

2m 

挿図 3 蔵内上長谷第 1•第 4 所在遺跡第 1 トレンチ平面図及び土層図

②
 

④
 

①里褐色土
②明黄褐色土
③暗褐色土
④里褐色土
⑤明黄褐色土
⑥里色土
⑦里褐色土
⑧明黄褐色土

S =I/80 
0 1 2 m 

ペ［

挿図 4 蔵内上長谷第 1•第 4 所在遺跡第 3 トレンチ平面図及び土層図
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第 2節 カヤマ遺跡（藤田地区）

(1) 調査の方法

この試掘調査は、緊急地方

道路（蔵内本線）整備事業に

伴って工事予定区域内におい

て実施した。

この地域は、青谷町の中央

の南北に伸びる台地の東側山

裾部に位置し、多数の上器片

トレンチ

番 万ロ

T 1 

T2 

T3 

トレンチの
遺構 遺 物

規 模 (m)

弥生土器・土師器
l.9X6.0 なし

・須恵器片

弥生土器・土師器
l.2X4.0 なし

・須恵器片

l.4X4.0 なし 弥生土器・土師器片

の散布が確認されている。 表2 カヤマ遺跡（藤田地区）試掘トレンチ一覧表

また藤田地区の南約200mには1981年に発掘調査され弥生時代後期から奈良時代にかけ

ての住居跡や古墳などが検出されたカヤマ遺跡が、西北西約150mには1994年に発掘調査

され弥生時代後期から古墳時代にかけての住居跡や土城などが検出された大□第3遺跡が

存在し、この地域内において遺跡の存在する可能性が濃厚であった。さらに、昨年度現道

路の南側を試掘調査し、遺構は検出できなかったものの、多数の弥生土器、土師器、須恵

器片が出土している。

このため、遺跡の存在する範囲と性格を確認するため、 トレンチによって調査した。

トレンチは、工事区域内において、野菜栽培地等の障害物を避けながら、 2.0X6.0mま

たはl.5X4.0mを基準として 3カ所 (21.80m]設定し、順次掘り下げた。

2 99 9 9 • 9 9 2 4 .  9 6 9 4 .  9 5. 6 9 

挿図 6 カヤマ遺跡（藤田地区）試掘トレンチ配置図
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(2) 

第 1

トレンチの概要

トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の西側付近にl.9X6.0mの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチでは、第 1層～第 4層まで約50~70cm掘り下げ、西側で地山である第14層

橙色土（真砂土） に達した。東側では旧耕作時の客土である第 7 • 8層に達し、第 9層の

河原石・川砂の堆積土層を確認した後南側にサブトレンチを設定し、 さらに掲り下げた。

第11層再度河原石の堆積層 l―達し、地山は東側に向かって傾斜し、数度の上砂の堆積が確

認できた。

このトレンチでは、遺構は検出できなかった。

遺物は、第 7・ 8層で時代差のある土器小片が約70点出土したが、実測できたのはわず

か士師器甕（PoOl) ・坪 (Po02 • 03) ・小皿 (Po04~06)の6個体のみである。

H =20.0 
②
 

ー
＼
ー
+
_

□
 ⑲⑨ 

-- 1 • I 

③
 

H
1
1
2
0
.
0
 

ー

◎

R
 

⑰ 

0"6I=H 

⑧ 暗 赤褐色土
⑨明赤褐色土
⑩にぶい赤褐色土
⑪赤褐色ヒ
⑫ 暗 赤褐色土
⑬ 褐 灰色土
⑭樗色土

①陪赤褐色L
② 橙 色 ヒ
③褐灰色七
④明赤褐色十▲
⑤にぶい赤褐色Iこ
⑥明赤褐色土
⑦黒褐色ヒ

S =l/80 

（
 

2m 

挿図 7 カヤマ遺跡（藤田地区）第 1トレンチ平面図及び土層図

--10-



第 2トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の中央付近に1.2X4. Omの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチでは、現在の耕作土下で、旧耕作土であると思われる第 2 • 3層に達した。

さらに、河原石・川砂の堆積する第 5• 6層を掘り下げ、河川または沼であったと思われ

る第 7層暗青灰色土を確認した。第 4層は、鍋または桶状の物が埋まっていたものと思わ

れるが、腐食が著しく確認できなかった。

このトレンチでは、遺構は検出できなかった。

遺物は、第 1~ 3層及び第 5層上部で土器小片が約190点出土しているが、実測できた

のはわずか弥生土器甕（Po07)、土師器甕（Po08) ・高坪 (Po09• 10) ・低脚杯 (Poll)

器台 (Pol2) ・坪 (Pol3)、須恵器甕 (Pol4• 15) の9個体のみである。

①暗褐色土
②黒褐色土
③褐灰色土
④暗青灰色土
⑤暗赤褐色土

⑦ ーー 一 ⑥にふい赤褐色土

~ ~ I ~ ⑦暗青仄色上
ト I l_____'___」 '1 9 l,  

―ーーロ
I I L- L j 

s =]州）

0 2 m I¥, 

①
 

1
7
.
0
 

挿図 8 カヤマ遺跡（藤田地区）第 2トレンチ平面図及び土層図

第 3トレンチ

このトレンチは、工事予定区域内の東側にl.4X4.0mの規模で設定し、掘り下げた。

このトレンチでは、耕作土を約40~50cm掘り下げ、第 3層橙色土（真砂土）に達した。

この地は、町道建設時に削平されていると地元民から聞かされた。

このトレンチでは、遺構は検出できなかった。

遺物は、耕作土で土師器小片が出土したが、図化できるものはなかった。
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第 4章まとめ

(1) 蔵内上長谷第 1•第 4 所在遺跡

今回行った試掘調査においては、遺構は検出されなかった。

しかしながら、この地域周辺には縄文土器及び古墳時代の土器が出土し、さらにこの谷

部の北側南向き斜面lーは横穴式石完が露出していだという話からも、しーの周辺には遺跡の

存在する可能性も残っていると考えられる。

このため、今後の開発事業等計画時には再度の確認調査が必要であると考える。

(2) カヤマ遺跡（藤田地区）

今回試掘調査を行った範囲については、第 1トレンチ西側で地山である真砂土層が確認

されただけで、遺構は検出できなかったが、耕作時による客土中で多数の弥生土器、土師

器、須恵器の破片が出土している。また、第 2.第3トレンチは標高約17m以下で、昨年

度の試掘調査と同様に、河原石・川砂の堆積が見られ、標高約17m以下の区域における遺

跡存在の可能性は少ないと考えられた。

しかしながら、南にカヤマ遺跡、西に大□第 1～第 3遺跡が存在すること、さらに藤田

地区の北側でも土器の散布が見られることから、この周辺には弥生時代後期以降の集落跡

が存在すると考える。

このため、この地域周辺において今後の開発事業等が計画される場合には、再度試掘調

査を行う必要があると考える。

参考文献等

(1) 『青谷町誌』 青谷町誌編さん委員会 1984年

(2) 『カヤマ遺跡試掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1982年

(3) 『青谷町内遺跡発掘調査報告書w』 青谷町教育委員会 1995年

(4) 『大口古墳群発掘調査概報』 青谷町教育委員会 1980年

(5) 『大D古墳群発掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1985年

(6) 『大D遺跡群発掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1989年

(7) 『青谷町内遺跡発掘調査報告書II』 青谷町教育委員会 1993年

(8) 『青谷町内遺跡発掘調査報告書m』 青谷町教育委員会 1994年

(9) 『大口第 3遺跡発掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1995年

(10) 『旧石器・縄文時代の鳥取県』 鳥取県埋蔵文化財センター 1988年
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(1リ 『青谷町内遺跡発掘調査報告書 I』 青谷町教育委員会 1992年

(12) 『弥生時代の鳥取県』 鳥取県埋蔵文化財センター 1987年

(13) 『鳥取県の古墳』 烏取県埋蔵文化財センター 1986年

(14) 『蔵内古墳群発掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1989年

(15) 『長谷古墳群発掘調査報告書』 青谷町教育委員会 1989年

(16) 『鳥取県史』 1 原始・古代 鳥取県
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挿図 9 蔵内上長谷第 1•第 4 所在遺跡出土遺物実測図

＼□,Poll, ¥ Iこ
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挿図10 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物実測図 1
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挿図11 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物実測図 1
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出土 土器 取上
器 種

法量
形態上の特徴 手法上の特徴

①胎土、②焼成 備考
位置 番号 番号 (cm) ③色調

T3 PoOl 01 縄文 ①26. 6※ 外傾する口縁部。口縁部 内面・・・ナデ。 ①やや粗。 (1
口縁部 ② 3. 0△ 外面に突帯を貼り付ける。 外面・・・ナデ。突帯の上部 mm前後の砂粒を

口縁端郭は丸くおさめる。 に条痕。 含む。②良好。

③内面淡黄橙色

外面淡橙色。

Po02 10 縄文 甕 ①16. 0※ やや外傾する口縁部。ロ 内面…ヨコナデ。 ①密。
口縁部 ② 2.3△ 縁端部は押さえた面を持 外面… 3条以上の沈線。 ②良好。

つ。 ③内外面黒褐色

Po03 03 縄文粗製 ② 3.8△ 胴部片。 内面…ナデ。 ①やや粗。 外面スス

深鉢 外面•••擦痕。 ②良好。 付着
③内面にぶい

橙色。外面に
ぶい黄褐色。

Po04 02 土 師 器 甕 ② 5. 0△ ゆるやかにのびる肩部。 内面…ヨコナデ。 ①密。
肩部 ③28, 3※ 外面••• 6条のハケ目。以 ②良好。

下ヨコナデ。 ③内外面にぶ
い黄橙色。

註…法量の0数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③胴部最大径、④底部径、⑤脚径である。
また、復元した計測値に※印、残存値に△印を付した。

表 3 蔵内上長谷第 1• 3所在遺跡出土遺物観察表

出土 土器 取上
器 種

法 量
形態上の特徴 手法上の特徴

①胎土、②焼成
備考

位置 番号 番号 (cm) ③色調

Tl PoOl 65 土師器甕 ①29. 6※ 口縁部は大きく外反し、 内面・・・ヨコ方向のハケ目 ①やや粗。 外面スス
②14.0△ 口縁端部は丸くおさめる。 後ヨコナデ。 (1~ 3皿の 付着
③27 8※ 頸部はゆるやかに［く」 外面・・・ロ縁部ヨコナデ。 石英含む）

の字状に屈曲する。 肩部以下タテ方向のハケ ②良好
目後ヨコナデ。 ③内外面にぶ

い赤褐色

Po02 49 土師器坪 ①10. 8※ 口縁部はやや内湾気味に 内外面・・・ていねいなヨコ ①緻密。②良
② 3. 1△ 外傾する。口縁端部は丸 ナデ。 好

くおさめる。 ③内外面橙色

Po03 1 土師器杯 ②1. 6△ ほぼ平坦な底部から外傾 内面…回転ナデ。 ①やや粗。
④ 8. 7※ する。 外面・・・底部ヘラ切り後ナ (1~3 mmの

デ。体部は不明。 石英含む）

②良好
③内外面橙色

Po04 67 土師器 ②1. 2 はぽ平坦な底部から小さ 内外面・・・回転ナデ。 ①緻密。②良
小皿 ④ 5.6△ な段を持ち外傾する。ロ 底部外面回転糸切り。 好

縁端部は丸くおさめる。 ③内外面橙色

Po05 68 土師器 ① 8, 4※ 底部から外傾し、小さく 内外面…回転ナデ。 ①密。②良好
小皿 ②1.1△ 上方に屈曲し、さらに外 底部外面回転糸切り。 ③内外面明赤

④ 5. 0※ 傾して立ち上がる。口縁 掲色
端部は丸くおさめる。

Po06 70 土師器 ① 7.7※ ほぼ平坦な底部から上方 内外面…回転ナデ。 ①密。②良好
小皿 ② 1 5△ に屈曲し、さらに外傾し 底部は内面指押さえによ ③内外面にぶ

⑤ 6.6 て立ち上がる。口縁端部 る回転ナデ、外面回転糸 い橙色
は丸くおさめる。 切り痕が残る。

註…法量の0数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③胴部最大径、④底部径、⑤脚径である。

また、復元した計測値に※印、残存値に△印を付した。

表 4 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物観察表 1

-15-



出土 土器 取上
器 種

法量
形態上の特徴 手法上の特徴

①胎土、②焼成
備考

位置 番号 番号 (cm) ③色調

T2 Po07 126 弥生 甕 ①21. 8※ 口縁部はやや外反気味に 内面…口縁部ヨコナデ。 ①密。(I~2mm 
② 5. 2△ 外傾する。口縁端部は丸 頸部以下ヨコ方向のケズ の石英含む）

くおさめる。頸部は「く」 リ。 ②良好

の字状に屈曲する。 外面…ハクリにより不明 ③内外面明赤褐

色

Po08 151 土師器甕 ①18. 6※ 外反して外傾する口縁部。 内面…不整方向のミガキ ①密。 (1~2 
② 3 3△ 口縁端部は丸くおさめる。 が見られる。 mmの砂粒含む）

外面・・・ヨコナデ。 ②良好

③内外面淡橙色

Po09 148 土師器 ② 2.4△ 杯部の破片。 内外面・・・ナデ。 ①密。②良好 内外面赤

高杯 ③内外面灰白色 色塗彩痕

PolO 153 土師器 ② 2. 2△ 杯部の破片。 内面・・・ヨコナデ。 ①密。②良好

高杯 外面・・・クシ状工具痕を残 ③内外面橙色

す。

Poll 147 土師器 ② 2. 6△ 大きく広がる脚部。 内外面・・ヨコナデ。 ①緻密。②良好

低脚江 ⑤ 6.1※ ③内外面にぶい

橙色

Pol2 166 土師器 ② 2. 8△ 大きく開く脚台部。脚台 内外面・・・ミガキ痕を残す ①綴密。②良好

器台 ⑤18. 7※ 端部は押さえた面を持つ。 ③内外面淡橙色

Pol3 149 土師器坪 ② 2.1△ ほぼ平坦な底部から内湾 内外面・・・回転ナデ。 ①緻密。②良好 内外面赤

④ 6. 4※ 気味に外傾して立ち上が 底部は内面指押さえによ ③内外面白灰色 色塗彩痕

る。 る回転ナデ、外面回転糸

切り痕を残す。

Pol4 68 須恵器甕 ② 4.0△ 胴部の破片。 内面…同心円文叩き。 ①緻密。②良好

外面••平行叩き文。 ③内外面灰色

Pol5 69 須恵器甕 ② 4.0△ 胴部の破片。 外面•••平行叩き文。 ①緻密。②良好

内面・・・同心円文叩き。 I ③内外面仄色

註…法羅の0数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③胴部最大径、④底部径、⑤脚径である。

また、復元した計測値に※印、残存値に△印を付した。

表 5 カヤマ遺跡（藤田地区）出土遺物観察表 2
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